
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

第２章 蝦夷地調査     

弘化２（１８４５）年、武四郎は江差へ渡り、蝦夷地の調査を始めました。安政５（１８５８）年までの１３年間で、

計６回、 東・西蝦夷地・北蝦夷地（樺太）・国後島・択捉島などを調査しました。第１回から第３回は、一個人とし

て、商人などの協力を得ながら、第４回から第６回は、幕府のお雇いとして調査しました。調査はアイヌの人びとの

道案内で進められていきました。アイヌの人びとと交流していくなかで、アイヌ文化への理解を深めていき、最初は

わからなかったアイヌ語も理解ができるようになっていったようです。調査の報告をまとめた武四郎は「蝦夷地通」 

として知られるようになりました。武四郎は、蝦夷地のことを人びとに伝えるため、蝦夷地に関する地図や『於幾能

以志（おきのいし）』、『壷の石』などの著作を出版していきます。 

弘化３（１８４６）年、第２回目の蝦夷地調査の北蝦夷地

（樺太）から戻ってきた武四郎は、江差を訪れていた頼三

樹三郎と出会いました。意気投合した２人は、その年の冬

至の日に、江差の雲石楼で百の漢詩と篆刻をつくる「一日

（いちじつ）百印百詩の会」を開催しました。 

展示資料は、三樹三郎の漢詩と武四郎の彫った印をま

とめたものです。帙・表紙とも金糸を織り込んだ布装で豪華

なつくりになっています。 

 

『壷の石 蝦夷路程便覧』 

第１詩 清晨 

升目を利用して、地名と土地間の里程

（距離）をまとめた一覧表。土地の案内など

も１行で紹介されています。地名の前には、

朱書きの記号があり、その土地の特徴が書

かれています。  

 

                

『一日百印百詩』 

一日百印百詩の会 

地名と里程表 

 

□ 運上屋 ・  


